
閻
 
 
井
 
 
俊
 
 
次
 
 

先
般
、
商
工
燈
滑
研
究
室
調
査
嘱
託
の
在
を
受
け
て
波
浦
以
来
、
日
尚
浅
く
充
分
謝
査
り
暇
な
喜
も
、
鹿
頒
及
大
連
み
管
見
L
て
嘲
か
威
す
る
靡
 
 

あ
り
℃
其
り
印
象
を
綴
れ
ろ
も
¢
即
ち
本
文
な
り
。
蒲
洲
に
於
け
る
各
棟
痘
産
米
に
つ
き
て
ほ
尚
拓
く
調
査
す
べ
し
ミ
碓
も
、
′
蒲
洲
同
化
政
策
l
こ
つ
 
 

与
て
少
し
く
信
す
る
所
有
述
べ
て
識
者
の
敬
ね
乞
ほ
ん
ミ
サ
。
 
 

一
旗
 
 

頒
 
 

連
 

こ
 
大
 
 

三
 
瓶
洲
同
地
政
策
 
 

」
 
 

放
順
は
隣
東
州
の
首
府
た
る
関
東
鹿
ご
寮
司
令
部
ビ
を
除
け
ば
、
商
業
地
己
し
て
も
エ
業
地
ビ
t
て
も
、
或
は
魚
尉
 
 

官
し
て
＿
塗
業
地
ご
し
て
も
、
目
下
の
所
特
筆
す
べ
き
材
料
な
く
、
日
本
内
地
に
あ
る
ど
き
放
償
は
か
つ
て
露
圃
の
海
 
 

箪
根
接
地
な
ち
し
関
係
上
、
港
ヾ
－
し
て
も
非
常
に
僧
侶
ぁ
る
も
の
ビ
考
へ
居
り
し
も
、
登
計
、
ち
ん
や
持
醤
浅
く
、
大
船
 
 

の
廓
留
に
不
便
に
し
て
、
目
下
僅
か
に
石
炭
補
給
の
溜
め
、
ふ
数
の
汽
胎
の
入
港
を
見
る
の
み
三
富
ふ
も
過
言
に
偽
ら
 
 

サ
。
今
数
字
的
に
之
を
表
は
せ
ば
、
年
額
輸
入
拾
武
萬
爾
、
聴
出
武
官
萬
爾
の
小
額
に
し
で
、
然
も
此
の
放
出
の
武
官
 
 

萬
爾
も
大
部
分
石
炭
の
供
給
に
し
て
其
の
他
は
極
め
て
小
亀
な
ち
0
人
口
約
†
〓
鵜
八
、
内
一
萬
人
は
内
地
八
忙
し
て
 
 
 

第
二
令
弟
こ
渋
 
 

族
順
及
大
連
ミ
清
洲
同
化
政
策
私
見
 
 

（
こ
〇
六
）
 
 
四
八
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内
地
尤
は
公
務
、
自
由
業
賓
及
其
の
家
族
五
劉
竿
ビ
商
業
者
「
劉
重
層
．
ビ
他
は
エ
業
其
勿
他
に
携
は
う
、
然
も
是
等
質
 
 

業
者
は
此
地
方
の
需
要
歓
蘭
た
す
璃
め
に
必
要
な
る
賀
来
に
徒
事
す
る
老
亡
兄
る
方
常
哲
得
た
ら
ん
か
。
支
部
人
は
七
 
 

剤
ま
で
農
業
に
後
車
し
、
詔
内
金
鶴
首
し
て
商
工
業
地
ら
し
き
活
気
な
く
？
閑
静
に
て
別
荘
地
の
観
あ
り
三
富
ふ
批
評
 
 

眞
髄
身
敦
現
し
得
る
か
、
殊
に
新
市
街
に
於
て
然
ケ
ぜ
す
。
 
 
 

族
順
に
期
待
す
る
は
蕗
八
の
建
築
に
係
る
兵
舎
基
地
の
名
家
に
あ
ら
す
、
戦
跡
り
遊
篭
客
を
収
容
す
る
に
あ
ら
ず
、
 
 

目
下
轡
内
の
速
礫
を
利
用
し
て
醜
田
の
経
営
食
増
の
利
用
に
あ
り
。
白
玉
山
上
の
褒
息
塔
に
上
り
醤
内
に
戒
線
を
注
ぐ
 
 

潜
、
皆
等
し
1
同
戚
な
ら
ん
。
今
や
識
者
の
着
眼
す
る
研
ご
な
り
居
る
が
、
一
日
も
早
く
着
手
ビ
完
成
ざ
を
望
む
柄
五
 
 

り
。
目
下
此
の
旅
順
に
は
二
百
六
†
萬
坪
の
城
田
あ
り
て
年
腰
四
拾
萬
固
の
牧
獲
を
待
つ
～
あ
る
も
、
伺
ほ
前
途
多
く
 
 

の
期
待
ぉ
琴
す
る
に
足
る
。
見
地
固
を
開
き
、
観
測
所
の
統
計
其
他
を
考
慮
し
て
塞
す
る
に
、
水
力
電
気
の
費
電
に
有
 
 

カ
な
る
水
源
地
見
常
ら
ざ
る
薦
め
、
食
塘
を
原
料
ビ
す
る
曹
達
工
業
を
始
め
、
各
秤
の
薬
品
製
造
に
於
て
二
琴
す
る
必
 
 

要
あ
る
む
、
奥
地
に
豊
富
灯
る
石
炭
を
滅
す
る
故
、
是
等
に
つ
き
牧
支
計
算
を
計
数
的
に
考
慮
し
、
典
牌
的
に
研
究
す
 
 

る
も
必
要
な
る
ペ
し
。
 
 

、  

〓
 
 
 

大
連
は
鹿
順
を
去
る
急
術
列
車
に
、
で
∵
時
間
の
距
離
に
あ
か
。
人
口
二
十
六
番
人
、
内
〓
本
人
七
高
志
千
、
即
ち
冒
 
 

腺
憤
及
大
連
ミ
軸
洲
同
他
政
策
私
見
 
 

（
二
〇
七
）
 
 
四
九
 
 

適   
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右
の
如
き
入
日
せ
職
感
官
の
関
係
を
見
れ
は
、
日
本
人
は
商
工
業
に
従
事
す
る
か
変
適
業
に
携
は
る
も
の
多
き
を
知
 
 

る
。
尤
も
右
表
中
、
其
他
の
多
き
は
官
公
尭
も
粕
普
あ
る
を
知
る
べ
し
。
 
 
 

今
是
等
日
本
人
の
商
工
業
状
態
其
の
他
に
仲
立
観
的
観
察
よ
り
所
戚
を
述
べ
ん
。
 
 
 

金
 
融
∵
状
∵
涜
 
 
 

内
地
旦
同
様
、
否
央
れ
以
上
金
融
状
況
凰
滑
な
ら
ず
。
銀
行
業
着
電
し
′
て
も
二
三
年
以
前
に
比
す
れ
ば
鎗
程
整
理
せ
 
 

ら
れ
た
る
は
統
計
の
上
に
明
か
な
れ
ざ
も
、
何
ほ
昭
和
元
年
未
火
遁
組
合
敢
行
の
貸
出
金
蟄
億
四
千
馬
固
に
射
し
て
、
 
 

預
金
総
額
七
千
萬
凰
せ
は
銀
わ
莱
ピ
し
て
常
態
な
ら
ざ
る
を
見
る
。
即
ち
預
金
総
額
よ
り
貸
出
金
観
の
超
過
す
る
こ
ピ
 
 

七
千
萬
凰
な
り
。
斯
の
如
き
状
態
は
、
銀
行
普
局
空
し
て
も
好
ま
ざ
る
状
況
な
れ
ぎ
も
、
好
況
時
代
の
投
じ
た
る
陰
影
 
 

に
し
て
、
今
夏
仕
方
な
し
。
只
如
何
に
し
で
貸
出
金
を
取
り
立
つ
．
る
か
ぃ
問
題
な
牒
も
、
此
の
不
恩
気
五
去
今
日
貸
付
 
 
 

（
こ
〇
八
）
 
五
〇
 
 

嬉
こ
．
巻
．
劣
二
状
 

本
人
四
分
の
叫
に
支
那
人
四
分
の
三
の
割
合
に
し
て
、
今
重
な
る
職
業
別
を
見
る
に
差
の
如
し
。
（
左
表
は
概
数
に
留
め
 
 

た
り
）
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金
の
回
収
は
中
々
困
難
に
し
て
容
易
に
整
理
す
べ
き
問
題
に
あ
ら
ず
。
暇
命
澹
保
物
に
最
も
確
賓
性
に
富
む
不
動
産
を
 
 

扱
供
し
あ
る
に
せ
よ
、
（
無
論
貸
出
金
の
大
部
分
が
不
動
産
敵
通
）
今
銀
行
が
七
千
萬
固
の
貸
付
金
を
取
り
立
て
ん
ど
す
 
 

れ
ば
勺
是
非
そ
も
澹
保
品
の
慶
分
敏
行
は
ぎ
る
ペ
′
か
ら
す
e
＼
斯
の
如
き
革
は
財
界
の
鍵
勒
を
発
し
、
し
到
底
賓
ゎ
し
得
べ
 
 

き
に
あ
ら
ず
。
且
父
串
賓
に
於
て
夢
想
だ
も
及
ば
ざ
る
寧
ビ
す
。
さ
れ
ば
銀
行
は
機
の
到
凍
を
待
も
、
潮
時
貸
出
金
を
 
 

緊
縮
し
て
、
少
く
ど
ち
貸
し
出
し
す
預
金
ビ
は
殆
ん
ざ
同
額
ま
で
接
近
せ
し
め
ん
ぜ
焦
慮
し
っ
ゝ
あ
る
こ
ご
ゝ
倍
ず
。
 
 

斯
の
如
き
銀
行
の
状
態
故
、
偲
行
は
日
下
借
入
金
を
以
て
バ
ラ
ン
ス
を
探
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
。
金
利
は
正
金
等
の
特
 
 

殊
銀
行
を
僚
き
て
は
、
不
動
嵐
敵
通
に
で
年
血
判
以
上
、
手
形
割
引
に
て
日
歩
塵
鏡
以
上
褒
餞
五
六
原
の
も
の
あ
り
、
 
 

其
の
上
貸
出
し
は
鎗
程
撃
破
裡
に
街
は
れ
、
徒
っ
て
此
Ⅵ
地
一
部
の
人
士
は
、
料
府
復
改
の
下
に
不
動
産
を
拾
保
ご
し
 
 

て
の
金
融
機
関
を
設
立
し
、
似
て
現
在
の
難
開
を
切
り
披
け
ん
ミ
頻
り
に
其
の
撃
生
肉
く
し
つ
ゝ
あ
り
。
 
 
 

要
は
此
の
他
の
銀
わ
業
は
過
去
の
好
況
時
代
の
疲
漫
金
融
が
、
財
界
の
麺
働
に
よ
り
痛
手
ざ
守
り
」
第
－
次
の
荒
療
 
 

治
た
る
殊
資
其
他
の
大
整
理
を
経
て
、
第
二
次
の
整
理
に
入
ら
漸
時
堅
嘗
な
る
某
礎
に
接
近
せ
し
め
ん
ど
し
て
努
力
し
 
 

つ
～
あ
う
。
従
っ
て
一
二
戯
行
を
除
く
外
殆
ん
ぎ
無
配
皆
の
有
様
に
し
て
、
品
数
年
を
経
過
せ
ば
安
登
界
に
入
る
も
の
 
 

ぜ
思
考
せ
ち
る
。
 
 

大
、
連
 
埠
 
頭
 
 
 

多
く
の
倉
庫
ビ
教
條
の
貨
物
引
込
線
は
埠
頭
に
て
完
全
な
る
設
備
に
加
ふ
る
に
、
多
奴
の
苦
カ
に
よ
ち
自
由
に
荷
役
 
 

族
碩
及
大
連
ミ
蒲
洲
同
化
政
策
私
見
 
 

（
二
〇
九
）
 
 
五
二
 
 

＿」   
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訂－「  

恵
一
∵
0
）
 
吏
二
 
 

恭
子
巻
 
琴
こ
東
 

出
蒸
得
る
は
†
内
地
よ
り
凍
適
し
塩
野
を
∵
見
す
礼
者
皆
“
様
に
奥
の
療
大
な
る
を
威
せ
ざ
る
は
な
し
・
。
此
の
埠
頭
に
 
 

此
喝
毎
日
奥
地
よ
b
寄
せ
凍
る
賃
車
は
、
大
豆
二
百
五
十
車
ざ
雑
穀
百
草
毒
．
臼
多
少
の
異
動
あ
争
も
意
中
旬
頃
の
 
 

状
況
）
に
て
、
大
連
埠
頭
の
滞
貨
五
十
八
萬
囁
、
即
ち
五
千
囁
顔
の
船
専
一
十
隻
分
せ
は
驚
く
の
外
な
し
。
尤
も
斯
く
 
 

六
†
萬
噸
近
く
の
．
滞
貨
は
一
ケ
年
通
じ
て
に
あ
ら
す
、
多
く
の
滞
貨
を
有
守
、
る
碑
期
に
就
て
見
れ
ぼ
然
る
な
b
。
 
 
 

橙
繚
の
構
造
亦
大
に
見
る
べ
き
も
の
あ
ら
。
乗
降
客
の
便
ビ
貨
物
の
帯
み
込
み
得
み
下
し
に
便
な
る
、
日
本
内
砲
火
 
 

の
感
傷
す
る
意
表
に
あ
ち
。
毎
日
牢
均
二
些
事
喝
、
∵
ケ
年
七
官
八
十
蕎
噸
の
汽
酔
の
入
捲
を
見
、
然
も
畢
な
る
寄
 
 

捲
に
あ
ら
や
牒
・
大
部
分
荷
役
を
了
へ
出
帆
す
る
に
何
等
の
不
便
を
威
せ
し
め
す
、
以
て
其
の
設
備
の
如
何
な
る
得
度
か
 
 

判
断
讐
勅
料
た
ら
ん
か
C
満
城
を
滞
洲
に
放
け
る
神
経
系
響
克
る
時
は
、
大
連
は
其
の
滴
経
中
梶
三
雲
も
彗
ロ
 
 

に
あ
ら
ざ
る
を
倍
す
。
今
よ
り
十
年
前
の
；
年
三
宮
萬
噸
入
捲
時
代
ビ
封
比
す
れ
ば
、
二
倍
以
上
に
増
加
し
、
然
も
 
 

統
計
の
示
す
所
に
よ
れ
ぼ
、
毎
年
入
港
轍
舶
の
噸
数
の
凛
加
し
っ
、
あ
る
を
知
る
。
此
の
勢
を
以
て
す
れ
ぼ
二
ケ
冬
 
 

山
千
鳥
喝
の
入
港
を
見
る
亦
近
き
に
あ
・
り
。
 
 

晶
 
エ
．
業
 
 
 

奥
地
の
大
豆
及
穀
類
其
他
の
商
工
業
に
就
で
は
今
背
く
之
を
避
け
、
其
の
他
の
商
工
業
を
考
ふ
れ
ば
∵
何
れ
．
も
不
急
 
 

気
の
虜
め
か
忍
ば
し
く
威
せ
ら
れ
や
、
殊
に
内
地
人
の
商
工
業
は
衰
退
の
戚
を
深
く
す
、
其
の
中
小
工
業
即
ち
一
例
を
 
 

聾
し
れ
ぼ
、
大
工
ビ
か
左
官
ピ
か
指
物
屋
か
か
、
小
資
本
の
商
業
即
ち
豆
腐
屋
空
か
八
百
屋
せ
か
漬
物
屋
官
か
裔
虚
言
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か
の
類
は
、
日
を
逐
ふ
て
華
人
の
薦
め
其
の
需
聾
党
即
ち
得
意
を
奪
は
れ
、
今
自
の
所
殆
ん
ぎ
勢
力
な
し
遺
憾
な
ら
ず
 
 

や
。
之
針
大
に
し
た
る
商
工
業
に
あ
ら
て
も
、
内
地
入
の
商
略
を
了
解
し
、
或
は
大
阪
方
面
ビ
直
接
取
引
を
開
始
し
、
 

或
は
支
邦
人
打
壁
活
費
用
の
安
慣
な
る
を
利
用
し
て
、
商
地
人
草
琴
軍
を
行
ひ
、
其
の
商
策
欝
に
備
わ
難
き
も
の
あ
ヶ
 
 

此
り
勢
の
趣
く
所
内
砲
丸
の
心
靡
を
寒
か
ら
し
、
む
る
も
の
あ
ゎ
も
想
ふ
に
我
観
の
過
去
を
顧
る
・
に
、
輸
出
品
の
ま
た
る
 
 

塵
糸
は
養
嚢
の
人
力
に
よ
ら
ざ
る
ペ
か
ら
ざ
る
故
を
以
て
、
エ
螢
の
高
き
欧
米
人
は
エ
賃
の
安
き
我
問
に
其
の
供
給
を
 
 

仰
ぎ
、
我
国
に
於
て
斯
く
隆
盛
を
残
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
、
今
日
登
糸
は
暴
落
し
平
り
ビ
堆
も
ゃ
哉
観
よ
り
工
賃
の
 
 

安
き
地
に
し
て
然
も
養
妹
の
適
地
に
て
重
度
を
奨
翻
せ
ば
如
何
、
非
常
に
有
利
な
る
採
算
を
得
ん
。
（
雨
滴
の
地
は
養
窓
 
 

の
適
地
ご
聞
く
。
）
 

叉
、
最
近
英
ビ
我
園
ビ
の
寵
洋
に
於
け
る
綿
糸
界
の
就
学
に
於
て
、
英
は
我
が
固
よ
り
エ
筆
筒
き
故
、
（
混
綿
の
手
際
 
 

十
分
な
ら
ざ
る
も
理
由
の
血
な
れ
ざ
も
′
）
今
や
我
に
敗
者
た
ら
ん
ど
し
つ
～
あ
り
。
精
巧
な
る
紡
績
機
を
我
が
閏
に
輸
 
 

出
す
る
も
ー
其
の
製
品
た
る
や
我
に
擬
せ
ら
れ
ん
ど
す
。
此
に
於
て
考
ふ
る
に
我
国
の
鐘
糸
ビ
云
ひ
、
綿
糸
ざ
云
ひ
、
 
 

＼
 
る
内
地
人
ビ
中
華
入
ビ
の
問
に
起
る
現
在
よ
り
購
凍
に
於
て
の
商
工
業
の
競
寧
た
る
や
、
華
人
は
生
活
程
度
低
く
、
従
 
 

其
他
如
何
な
る
警
潤
も
エ
賃
の
高
低
は
奥
の
事
業
の
盛
衰
に
隣
す
る
最
大
零
封
な
る
革
を
知
る
ご
共
に
、
清
洲
に
於
け
 
 

っ
て
エ
貸
費
く
、
然
も
其
の
商
工
業
に
徒
事
し
で
忍
耐
力
強
き
は
、
目
下
の
所
は
之
を
利
用
し
て
我
が
内
地
人
を
刺
す
 
 

る
ビ
堆
も
、
近
き
婿
殊
に
放
て
は
強
敵
ビ
な
り
、
最
後
に
は
我
が
園
商
工
業
の
前
途
に
暗
雲
を
認
め
ざ
る
を
得
す
、
我
 
 

族
煩
及
大
連
ミ
渚
洲
同
化
政
策
私
見
 
 

（
二
一
一
）
 
 
恵
三
 
 

郵 づ   
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三
 
 

人
多
く
殖
民
政
策
な
る
語
を
用
ふ
れ
ぎ
も
、
殖
民
政
策
な
る
語
は
未
墾
の
地
に
同
胞
皆
瀬
民
す
る
場
合
は
兎
も
角
、
 
 

飯
墾
地
に
然
も
他
国
民
の
任
す
る
地
方
へ
は
、
国
際
的
に
も
人
道
上
に
も
弊
あ
ら
ん
か
ざ
慮
ひ
（
無
論
殖
民
政
策
も
同
 
 

化
政
策
も
窮
極
の
目
的
は
同
様
な
る
も
、
方
法
手
段
に
於
て
多
少
相
違
あ
り
）
同
化
政
策
に
就
き
て
所
戚
を
述
べ
ん
ご
 
 

す
○
 

思
ふ
に
同
化
政
策
の
根
本
は
滞
洲
に
於
け
る
華
人
を
、
内
地
の
言
語
風
俗
習
慣
に
同
化
せ
し
め
、
内
地
入
必
備
朔
に
 
 

あ
ら
て
諸
種
の
草
葉
を
達
成
す
る
薦
め
、
支
部
人
に
接
し
又
は
之
を
使
用
し
て
共
に
便
益
多
か
ら
し
め
、
其
の
事
業
の
 
 

成
功
を
早
め
、
且
又
内
地
人
の
滞
洲
に
任
す
る
者
を
し
て
異
郷
に
あ
る
戚
あ
ら
し
め
す
、
悠
々
各
自
の
故
郷
ビ
し
て
塵
 
 

活
す
る
こ
ど
を
得
し
め
、
殖
民
政
策
の
目
的
を
達
す
る
に
あ
り
。
 
 
 

人
或
は
云
ほ
ん
満
開
の
支
那
人
を
日
本
内
地
に
同
化
せ
し
め
ん
焉
め
に
は
、
内
地
人
を
多
数
此
の
地
に
移
住
せ
し
め
 
 

其
の
風
俗
習
慣
を
見
習
は
し
め
ざ
れ
ば
、
ご
て
も
英
目
的
を
達
す
る
簡
は
ず
、
徒
ら
に
同
化
を
叫
ぶ
も
内
地
人
の
移
住
 
 

を
先
決
間
塩
ビ
せ
ざ
れ
ば
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
ビ
能
は
ず
ど
。
然
り
金
も
亦
同
感
な
♭
、
然
し
又
二
田
よ
ら
考
ふ
 
 

る
時
は
滞
洲
の
地
は
露
観
の
利
標
を
縫
承
以
凍
、
二
十
魔
年
異
聞
内
地
人
は
漸
次
曙
加
し
目
下
清
洲
に
あ
る
同
胞
は
、
 
 
 

第
こ
怨
 
第
二
堆
 
 

が
鞠
民
た
る
者
教
職
せ
ざ
る
付
け
ん
や
。
 
 

（
こ
】
こ
）
 
 
五
四
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約
二
十
五
萬
、
贋
き
滞
洲
よ
ち
見
る
時
は
未
だ
多
数
宣
云
は
ぎ
る
も
亦
少
し
ど
せ
ず
。
然
る
に
支
那
人
に
し
て
日
本
の
 
 

風
俗
習
慣
に
慣
れ
た
る
賓
幾
何
な
る
か
、
一
例
を
寒
ぐ
れ
ば
婦
人
の
纏
足
に
せ
よ
、
爆
竹
に
せ
よ
、
甚
だ
寒
心
に
堪
へ
 
 

ず
、
菟
に
於
で
余
は
同
化
政
策
軒
高
調
せ
ん
ゼ
す
る
者
な
り
。
 
 
 

今
左
に
多
少
試
論
に
捗
る
も
所
戚
を
概
括
的
に
ご
富
せ
ん
ご
す
。
十
九
倣
紀
未
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
以
凍
、
狗
の
此
 
 

の
地
に
封
す
る
政
策
を
考
ふ
る
に
、
鏑
乙
語
を
此
の
地
に
普
及
せ
し
む
る
事
及
び
移
民
の
奨
励
に
努
む
る
に
あ
つ
た
。
 
 

而
し
て
猥
乙
人
を
此
の
地
に
移
住
せ
し
む
る
食
め
に
は
、
政
府
き
し
で
数
回
に
捗
ち
多
大
の
金
貸
を
惜
ま
す
、
或
は
軍
 
 

事
上
必
要
ビ
か
、
或
は
何
々
に
必
要
盲
か
を
理
由
だ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
八
ま
ち
土
地
を
買
ひ
上
げ
、
此
の
購
入
し
た
 
 

る
土
地
は
狗
乙
人
に
し
て
此
の
地
に
移
住
し
農
業
を
螢
む
潜
に
安
慣
に
排
ひ
下
げ
、
農
殊
に
後
事
せ
し
め
た
り
。
叉
猫
 
 

乙
語
の
普
及
は
先
づ
小
拳
校
の
必
須
科
目
ご
し
て
加
へ
た
る
に
始
ま
り
、
千
九
昔
年
頃
に
至
り
裁
判
所
の
使
用
語
よ
り
 
 

二
股
官
公
署
の
往
復
文
書
ま
で
皆
猶
乙
語
を
用
ふ
る
畢
に
定
め
、
以
て
猶
乙
語
の
普
及
に
努
め
た
り
。
暴
れ
猶
乙
の
ポ
 
 

ー
ラ
ン
ド
経
螢
は
移
民
の
奨
脚
ビ
、
言
語
め
統
二
千
ざ
第
↓
義
富
し
た
る
を
想
は
し
む
。
然
る
に
勤
勉
な
る
ポ
ー
ラ
ン
 
 

ド
人
は
二
鱒
町
農
業
組
合
を
作
り
、
之
を
利
用
し
て
是
等
猶
乙
人
の
耕
作
地
を
順
次
高
慣
に
買
ひ
戻
し
、
猶
乙
人
を
逐
 
 

ひ
返
し
折
角
政
府
の
苦
心
も
水
泡
に
給
し
た
り
。
言
語
の
普
及
は
ポ
ー
プ
ン
ド
人
の
非
常
な
る
反
刻
も
あ
ら
し
が
、
順
 
 

次
成
功
の
城
に
近
づ
き
つ
～
あ
T
り
し
折
柄
欧
弼
大
戦
に
遭
遇
し
た
♭
。
 
 

我
が
帝
幽
の
朝
鮮
鮮
螢
に
も
、
備
洲
政
菜
に
も
猶
乙
の
此
の
政
策
に
畢
ぶ
も
の
多
し
、
否
世
界
各
観
の
殖
民
政
策
に
 
 

鹿
頒
及
大
連
ミ
満
洲
同
化
政
策
私
見
 
 

（
こ
一
三
）
 
 
立
並
 
 

一d   
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（
一
二
空
 
室
ハ
 
 

第
二
瑞
 
英
二
鱗
 
 

は
此
の
方
針
な
ら
ざ
る
な
し
。
命
之
を
勝
洲
の
他
に
見
る
に
、
倫
餓
は
餓
造
を
中
心
ご
し
て
附
儲
他
の
轟
Å
を
敦
簡
し
 
 

て
下
針
本
内
地
に
接
近
せ
し
め
ん
ど
し
、
防
寒
彪
は
州
内
に
公
準
堂
藍
訊
け
、
支
邦
人
の
内
地
化
に
努
力
し
っ
、
あ
り
 
 

（
公
寧
蛍
経
螢
は
仙
ケ
年
約
四
†
高
慢
望
風
教
六
千
人
）
∵
誠
に
結
構
の
拳
ビ
思
惑
す
。
 
 

Ⅴ
二
面
に
・
は
州
内
の
戯
有
土
地
は
勿
論
奉
天
附
近
の
附
属
地
は
内
地
Å
の
農
工
商
菜
の
薦
め
に
低
き
賃
斜
に
て
貸
し
 
 

下
げ
、
内
地
Å
の
革
製
遊
行
上
多
大
の
便
宜
を
輿
へ
つ
ゝ
あ
り
。
 
 

然
る
に
最
近
の
不
漁
気
ミ
聾
人
の
努
カ
は
折
角
内
地
人
の
鮭
螢
に
か
1
る
建
物
も
、
其
の
息
他
の
使
用
権
尾
漸
時
 
 

経
臍
戦
の
褒
め
支
那
人
の
手
に
移
ら
ん
ご
し
つ
ゝ
あ
り
、
否
移
り
づ
ゝ
あ
り
。
此
の
傾
向
は
甚
だ
遺
憾
め
専
有
た
て
識
 
 

者
の
苦
慮
し
っ
～
あ
る
次
東
禿
れ
ざ
∵
致
し
方
な
し
。
斯
の
如
き
趨
勢
に
で
推
移
せ
ん
か
、
我
が
骨
組
の
租
借
地
た
る
 
 

関
東
州
、
否
備
州
は
支
那
人
に
依
威
を
受
け
て
8
本
人
が
政
治
事
務
を
魯
ふ
が
如
き
時
代
を
賓
現
せ
ん
や
も
計
ら
れ
す
 
 

寒
心
す
べ
き
次
第
な
㌔
殊
に
最
近
支
那
人
の
思
想
問
題
は
南
方
よ
り
北
進
の
傾
向
あ
り
、
凝
滞
内
地
入
二
†
五
萬
の
 
 

同
胞
は
協
力
鵬
致
、
藤
臍
界
に
活
動
し
で
華
人
を
し
て
陸
然
た
ら
し
む
る
も
必
要
な
れ
ぎ
二
田
も
単
〈
聾
Å
を
内
地
 
 

化
し
∴
思
想
の
勒
揺
を
防
琶
永
く
豊
単
旗
の
光
輝
あ
る
恩
窓
に
浴
せ
し
凝
る
尊
意
蕗
な
ら
や
や
。
 
 

内
地
人
は
不
動
産
に
於
て
既
に
斯
の
如
き
状
態
に
あ
り
、
加
ふ
る
に
日
本
語
翌
日
及
状
呪
は
前
述
の
如
く
、
関
東
麗
 
 

も
満
城
も
決
し
で
忽
に
せ
㌻
る
も
、
家
庭
に
あ
り
て
あ
皇
り
必
要
を
成
せ
ざ
る
故
。
是
等
の
学
校
卒
某
生
に
七
て
日
本
 
 

人
経
螢
の
曾
鹿
、
官
公
磐
．
に
奉
職
す
る
老
の
外
は
、
卒
業
後
家
庭
に
於
て
皆
破
壊
さ
れ
つ
～
あ
㌔
丁
度
内
地
の
中
等
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畢
校
の
英
語
教
授
の
効
果
を
疑
は
る
～
に
似
た
り
。
彼
等
支
部
入
日
く
日
本
人
が
支
那
譜
を
用
ふ
る
故
、
日
本
語
は
知
 
 

ら
ざ
る
も
差
支
な
し
、
又
ゐ
禽
の
時
は
通
謬
あ
る
故
日
本
語
の
必
要
を
威
せ
や
ご
。
猫
乙
が
ぶ
ー
ラ
ン
ド
に
狗
乙
語
を
 
 

強
ひ
た
る
を
讃
央
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、
谷
∴
息
其
筋
の
努
力
を
望
ま
ざ
る
を
得
ず
。
叉
最
近
日
本
人
小
畢
校
に
支
 
 

那
譜
智
随
意
親
日
に
て
澄
く
ど
か
、
正
斜
に
て
露
く
ど
か
論
議
さ
れ
て
、
遂
に
随
意
科
目
に
て
科
す
る
楼
新
開
に
見
え
 
 

た
り
ぺ
如
此
は
根
本
的
に
反
射
せ
ざ
る
を
待
す
、
日
本
人
ビ
し
て
我
々
の
如
き
は
直
に
眼
前
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
巳
 
 

む
な
べ
必
要
な
る
食
詰
を
速
成
的
に
研
究
す
れ
ざ
も
、
現
在
小
畢
生
迄
を
し
て
支
那
語
を
畢
ば
し
む
る
は
、
言
語
の
統
 
 

一
を
如
何
に
す
寧
方
針
な
る
や
疑
は
ぎ
る
を
待
す
。
支
邦
人
を
し
て
日
本
語
を
‖
本
人
ビ
し
て
支
那
語
を
畢
ば
し
む
る
 
 

は
何
の
目
的
な
る
や
。
 
 
 

最
近
日
支
親
善
高
調
せ
ら
れ
、
同
化
改
発
は
反
射
に
て
支
那
に
同
化
せ
ん
ご
す
る
も
の
な
る
や
。
日
本
人
に
し
て
支
 
 

那
に
同
化
し
て
、
商
業
な
り
エ
業
正
於
て
利
益
を
得
ん
写
す
る
な
ら
ば
、
自
分
等
の
議
論
は
な
き
も
、
・
米
国
に
、
で
日
本
 
 

人
が
彼
の
地
に
同
化
し
て
生
存
す
る
は
巳
む
を
得
ざ
る
も
、
滞
洲
の
土
地
に
あ
り
て
支
那
に
同
化
せ
ん
ど
す
る
は
自
分
 
 

等
の
採
ら
ぎ
る
朗
七
す
。
 
 
 

日
本
人
小
畢
校
の
支
部
語
敦
授
に
裁
て
、
満
餞
共
有
力
者
の
反
射
意
見
を
新
聞
紙
上
に
て
見
る
に
、
其
の
理
由
ビ
す
 
 

る
所
は
、
日
本
人
教
育
者
に
し
で
支
那
語
を
教
授
し
得
る
も
の
殆
ん
ざ
無
き
革
ミ
気
重
の
負
倍
増
加
せ
の
二
大
理
申
 
 

の
下
に
反
射
意
見
哲
述
べ
ら
わ
し
も
、
今
少
し
超
越
し
て
同
化
政
策
上
よ
り
根
本
的
反
射
意
見
の
見
え
ざ
り
し
は
残
念
 
 

戚
蠣
及
大
連
ミ
滞
洲
同
化
政
策
私
見
 
 

（
、
こ
】
五
）
 
 
茄
七
 
 
 

⊥＿＿」⊥適   
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打
ア
り
。
 
 
 

斯
の
如
き
状
況
に
で
推
移
す
れ
ば
購
蒸
何
十
年
を
経
過
す
る
も
三
富
語
の
統
一
等
望
む
べ
阜
所
に
あ
ら
や
℃
滞
納
地
 
 

方
に
残
任
す
る
発
覚
諸
君
の
今
少
し
大
局
よ
b
見
て
総
て
の
政
策
上
の
覚
悟
を
望
む
次
第
な
ち
。
要
は
同
化
政
策
上
内
 
 

地
人
の
移
住
ビ
項
に
、
日
本
語
の
普
及
磯
逮
ビ
、
内
地
の
風
俗
習
慣
を
杓
え
付
け
、
我
帝
園
の
百
年
の
計
を
樹
つ
る
専
 
 

念
務
な
る
に
、
前
者
は
経
済
的
基
礎
を
奪
は
れ
ん
ど
し
、
後
者
は
矛
盾
の
戚
あ
ら
、
退
城
の
極
み
な
り
。
（
了
）
 
 

第
土
容
 
顔
こ
兢
 
 

光
 
亀
 
 
 

堀
 
 

濁
∵
逸
 
の
 
経
済
界
 
 

何
ぜ
よ
亙
億
の
曙
償
金
ミ
苛
盈
な
る
租
税
ミ
み
侶
塘
し
戟
ね
失
ひ
楯
旗
地
を
奪
托
れ
船
舶
を
取
ら
れ
た
ゅ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
戦
 
 

前
の
様
l
こ
頒
調
な
る
を
得
な
い
の
は
申
†
ま
で
も
ぁ
り
ま
せ
ん
が
．
央
れ
で
も
近
来
「
レ
ゾ
チ
シ
マ
ル
ク
」
の
安
定
ミ
企
業
組
織
¢
 
 

吹
巷
ミ
明
碍
逸
人
特
有
の
勤
勉
性
及
費
明
カ
ミ
に
依
つ
て
産
柴
、
貿
易
、
海
運
等
漸
次
復
興
の
蒐
に
着
手
つ
～
み
ろ
有
様
で
あ
り
ま
 
 

す
。
就
中
企
党
組
織
に
附
し
ょ
し
て
に
戦
前
夙
に
猫
逸
に
於
て
は
所
謂
「
カ
ル
チ
ェ
ミ
か
「
グ
ラ
ス
ー
」
ミ
か
行
托
れ
て
ほ
屠
つ
た
¢
 
 

で
あ
り
ま
†
が
、
殊
に
最
近
一
三
年
間
、
曹
だ
に
「
カ
ル
テ
ー
と
「
ク
ラ
ス
ト
」
の
名
哉
げ
於
て
の
み
な
ら
す
、
「
フ
ユ
ー
汐
ヨ
）
こ
「
ゲ
 
 

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
、
「
フ
エ
ル
バ
シ
ド
」
、
「
フ
エ
ラ
イ
一
こ
r
y
か
」
叉
任
「
ウ
シ
チ
エ
ル
ソ
L
等
の
名
義
ね
以
て
縦
横
各
種
り
聯
合
、
同
 
 

風
力
至
合
同
が
行
ほ
る
ゝ
様
に
な
り
、
其
専
業
の
範
囲
も
、
賽
銭
鋼
、
染
料
及
化
拳
‡
柴
、
電
嵐
、
製
紙
、
祖
師
、
勉
靴
、
護
講
、
 
 

燐
寸
、
織
物
及
機
械
の
製
造
串
類
よ
叶
電
車
、
時
運
、
水
蓮
、
建
造
問
屋
、
海
底
電
信
、
保
険
、
晩
発
等
の
間
に
至
る
主
で
、
非
常
 
 

な
努
ね
以
て
行
け
れ
つ
～
ぁ
ろ
ゅ
で
ぁ
り
ま
す
。
就
中
銅
級
、
轢
郷
、
加
里
等
の
襲
追
放
饗
に
関
し
て
托
、
観
際
励
聯
合
の
傾
向
顕
 
 

著
 
 

覚
り
能
率
を
暫
逸
し
、
且
つ
之
を
調
節
ぜ
ん
ミ
サ
る
に
あ
る
ほ
申
†
迄
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
（
加
水
禽
々
報
第
四
十
一
統
エ
り
）
 
 
 

（
こ
・
一
六
）
 
 
五
入
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